
 

 
 
 

第３期八戸市教育振興基本計画の策定について 
 
 
１ 計画策定の趣旨 
 
  市教育委員会では、これまで「夢はぐくむ ふれあいの教育 八戸」を基本理念として、「八
戸市教育プラン」及び「第１期、第２期八戸市教育振興基本計画」を策定し、教育施策の推進
を図ってきた。 
現代は、国際情勢の不安定化や異常気象など予測困難な時代と言われているが、そのような
中でも教育が担う普遍的な使命のもと、自ら課題を解決できる持続可能な社会の創り手の育成
と、身体的・精神的・社会的に良い状態にあり、個人、地域、社会が持続的に幸福な状態にある
概念、いわゆるウェルビーイングの向上を実現するため、当市における教育の指針となる第３
期教育振興基本計画を策定する。 
 

２ 計画の位置付け 
 
 (1) 八戸市総合計画を上位とした、教育基本法第 17 条に基づく計画 

  (2) 策定義務となっている教育大綱に代わる計画 

 (3) 教育に関連する各種計画との連携 

 

３ 計画期間 
 
  2024（令和６）年度から 2028（令和 10）年度までの５年間 

 

４ 計画のポイント 
 
(1) これまでの学校教育と社会教育に分けた施策の考え方から、学校と地域が連携した教育

を推進するという考えのもと、段階的に関わる範囲を広げた施策とする。（個⇒学校⇒地域） 

  (2) 昨今の予測困難な時代背景の中でも、教育の果たす役割の重要性を強く印象付け 

 

５ 主な新規事業（名称変更等も含む） 
 
● コミュニティ・スクール推進事業 
● 小・中学校スポーツ・文化的活動支援事業 
● 校務ＤＸの推進 
● 八戸圏域文化財魅力発信事業 

 

６ 計画の構成 
 
  序 章／計画の策定にあたって（計画策定の趣旨、計画の位置付けなど） 
 
  第１章／教育を取り巻く環境の変化 
 
  第２章／基本理念と施策の体系  
        基本理念  

夢はぐくむ ふれあいの教育 八戸 
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  第３章／施策の方向性と今後の展開  
      １ 持続可能な社会を創るための資質・能力の育成 
        (1) 確かな学力の育成 
        (2) 豊かな心の育成 
        (3) 健やかな体の育成 
 
      ２ 共生社会の実現に向けた支援の充実 
        (1) 多様な教育ニーズへの対応 
        (2) 経済的支援の充実 
 
      ３ 学びを支える学習環境・指導体制等の整備 
        (1) 安全・安心な環境の整備 

(2) 指導・運営体制の充実 
 
      ４ 地域の教育力向上と地域コミュニティの基盤強化 
        (1) 学校・家庭・地域の連携・協働 
        (2) 生涯学習の充実  
        (3) 社会教育施設の機能強化 
 
      ５ 文化財等の保存と活用の充実 
        (1) 文化財の保存活用 
        (2) 歴史記録の保存活用 
 
  第４章／参考資料（委員名簿など） 
 

７ 進行管理 
 
  毎年度実施する「教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価」を活用し、施策

の実施状況や課題を把握し、事業の見直しや新たな事業の具体化など、適切な改善を図る。 

 

８ 計画の策定経過 
 

 

年 月 日 会 議 等 審議内容等 

令和５年７月25日 第１回検討委員会 策定スケジュール 
計画（骨子案） 令和５年８月８日 第１回策定委員会 

令和５年10月10日 第２回検討委員会 
計画（素案） 

令和５年10月23日 第２回策定委員会 

令和５年11月15日 第３回検討委員会 
計画（一次案） 

令和５年11月27日 第３回策定委員会 

令和５年12月11日～ 
令和６年１月10日 

パブリックコメント 意見募集 

令和６年１月15日 第４回検討委員会 パブリックコメント意見集約 

計画（最終案） 令和６年１月24日 第４回策定委員会 

令和６年２月15日 第１回八戸市総合教育会議  

令和６年２月26日 ２月教育委員会定例会 計画最終決定 
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